
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠くのものが見えにくくなる近視の進み具合を示す「目の奥行き」の長さについて、小中学生を

対象に初めて調査した結果を文部科学省が発表しました。 

長ければ長いほど近視が進んでいるとされますが、小学６年生の平均の長さが成人の平均に達し

ていることがわかり、専門家は近視の進行が深刻になっていると指摘しています。学校現場では、

デジタル端末を使う機会が増えており、文部科学省は、視力の低下を防ぐ方法を検討するとしてい

ます。 

調査は、子どもの視力低下の実態を把握しようと、文部科学省が昨年度、各地の小中学生およ

そ８６００人を対象に行いました。これまで文部科学省は「裸眼視力」は把握してきましたが、個人

差や体調で見え方にぶれがあるため、より正確に視力を測れる「眼軸長」で調べました。 

近視は、多くの場合、眼球の長さが延び、明るさや色、形などを感じ取る網膜の手前でピントが

合ってしまうことで起きます。（図１） 

一般的には視力検査の値が低下すると近視の疑いがあるとされますが、今回の調査では初めて、

正確に調べるために必要な、目の表面の角膜から最も奥にある網膜までの眼球の奥行き、「眼軸」

の長さを調べました。（図２） 

眼軸の長さは成人の平均で２４ミリ前後とされていますが、調査の結果、 

▼小学 6年生の平均では 

▽男子が 24.22 ミリ、▽女子が 23.75 ミリと大人と同じ程度に達し、 

▼中学 3年生では、 

▽男子が 24.61 ミリ、▽女子が 24.18 ミリとさらに長くなっていました。 

また、視力検査でも裸眼の視力が１．０未満だったのは▽小学１年生でおよそ２０％だったのが、

▽中学３年生ではおよそ６０％に増加し、およそ３０％は０．３未満になっていました。 

調査をまとめた東京医科歯科大学の大野京子教授は、「小学校高学年の時点で大人の平均に

達していて、早い年齢で近視が進行していると見受けられる。眼軸の長さは体の成長にあわせてさ

らに延びる危険性もあると考えられる。コロナ禍でスマートフォンやタブレット端末を見る機会が増

えていることがどう影響しているか、今後、さらに分析したい」と話しています。 

近視は、３０㎝以内の近いところを見る時間が長くなると進行するため、視能訓練士が子どもや

保護者に対し、▽スマートフォンやタブレット端末などを見るときは、姿勢を正して、３０㎝以上離す

こと、▽３０分に１回は２０秒以上、遠くを見て、目を休めてほしいと伝えていました。 

受診に訪れた小学３年生の女の子の母親は「学校の授業でタブレット端末が使われ、家でもス

マートフォンで動画ばかり見ています。小さいときからスマホが身近にあり、目を使いすぎていると

感じます」と話していました。 

この診療所の永野雅子医師は「いまの親の世代よりも低い年齢で近視になるケースが増えてい

て、中には近視になる幼稚園児もいる。近視が進行すると網膜剥離や緑内障など別の病気を引き

起こすリスクもあるので、画面から目を離し、目を休めることを習慣にしてほしい」と話していました。 

子どもの視力は、１９７９年に統計を取り始めて以降、４０年余りにわたって低下傾向が続いてい

ます。 

文部科学省が全国の国公私立の幼稚園や小中学校や高校を対象に毎年、行っている、「学校

保健統計調査」によりますと、視力検査で裸眼の視力が１．０未満だった子どもの割合は、統計を

取り始めた▽１９７９年度は小学生で１７．９１％、中学生で３５．１９％、高校生で５３．０２％でした。 

しかし、１０年後の▽１９８９年度には小学生で２０．６０％、中学生で 40.90％、高校生で

55.81％となり、２０年後の▽１９９９年度には小学生で 25.77％、中学生で 49.69％、高校生

で 63.31％となるなど視力の低下が続きました。 

さらに、▽２００９年度には小学生で 29.71％、中学生で 52.54％、高校生で 59.37％となっ

ていて、最も新しい▽2020年度のデータでは小学生で 37.52％、中学生で 58.29％と過去最

多になったほか、高校生が 63.17％となっています。（図３） 

眼軸の長さが延びることで起きる近視は、３０㎝以内の近いところを見る時間が長くなると進行

するとされ、アメリカ眼科学会は▽２０分間継続して近くを見たあとは▽２０フィート、およそ６ｍ以

上離れたものを▽２０秒間眺めるという「20ー20ー20」ルールを推奨しています。（図４） 

さらに近年では、１日およそ２時間、屋外で活動し、十分な光を浴びることで近視の進行を抑え

られることが分かってきていて、台湾ではおよそ１０年前から小学校で１日に２時間以上、屋外で光

を浴びるようにした結果、視力０．８未満の小学生の割合が５％以上減ったということです。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

「目」を守ろう！（文部科学省発表資料より） 
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